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ジオパークの概要 

１． 構成自治体・面積 

山口県 美祢
み ね

市 （１市）・総面積 472.64 km2 

２． 特徴 

 Mine 秋吉台ジオパークは、山口県美祢市全域を対象とした地域である。標高 400～700m の山地、

標高 200～400m のカルスト台地、さらに標高 100m 以下の谷底平野を含む盆地から成り立つ。

 この地域は、日本最大級のカルスト台地として知られ、独特の地形景観を誇る。特に、地下に広がる

秋芳洞は日本最大級の鍾乳洞として観光スポットとして非常に人気が高い。

 ジオパークの代表的な地質地形遺産には、後期石炭紀からペルム紀にかけて形成された海山型の

石灰岩と、それにより発達したカルスト地形、後期三畳紀の石炭（無煙炭）層、そして白亜紀の火成

活動に伴う銅・銀鉱床の四つが挙げられる。これらの地層は、古くは約 1,300 年前から採掘されてお

り、日本の歴史や社会に大きな影響を与えてきた。

 秋吉台の広大な草原には、多くの草原性動植物が生息し、地下の鍾乳洞にはコウモリなどの洞窟

動物が生息している。特に、洞窟動物の保護のため、秋吉台の地下水系はラムサール条約に登録

されている。

 産業面では、石灰石の採掘が継続されており、地域の重要な産業の一つとなっている。近年ではジ

オツーリズムを中心とした観光活動が盛んになり、地域経済の柱として地域の団体も積極的に取り

組んでいる。 

位置 秋吉台の景観 
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